
監視映像を活用して、AI技術により立ち往生車両などの事

象発生を検知

監視員に通知することで、発生事象の早期把握、迅速な

対策の遂行を支援

ＣＣＴＶ＋ＡＩ技術活用による
交通障害自動検知

雪対策にＡＩ技術を活用
～立ち往生車両などの事象を早期に発見～

福井県
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AIソフトによる計測
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・停止状況

CCTVカメラ

今回導入したAI技術の概要
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【 今 後 】
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❶ 車両検知・車種判別

平常時

❷ 停止車両の有無
混雑状況の有無 の検出

❶’ 一定時間の停止車両を確認
⇒【停止】の判定

❷’ 一定数以上の車両数を確認
⇒【混雑】の判定

事象発生

複数のカメラ画像をサイクルで確認

【停止】の判定イメージ

【混雑】の判定イメージ

一定数以上の
車両を確認

一定時間
経過

一定時間停止を確認


